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永

原

陽

子

編 

『

生

ま

れ

る

歴

史

、

創

ら

れ

る

歴

史 

―

―

ア

ジ

ア

・

ア

フ

リ

カ

史

研

究

の

最

前

線

か

ら

―

―

』 

 

刀

水

書

房 
 

二

〇

一

一

・

四

刊 

Ａ

５ 

二

二

七

頁 

二

九

〇

〇

円 

  

本

書

は

、

ア

ジ

ア

・

ア

フ

リ

カ

の

諸

地

域

に

関

わ

る

様

々

な

人

々

が

残

し

て

き

た

史

料

を

博

捜

し

、

多

元

的

な

視

点

か

ら

、

ま

さ

に

歴

史

が

生

ま

れ

、

創

ら

れ

て

い

く

生

々

し

い

過

程

を

描

き

出

し

た

、

「

世

界

史

の

生

き

た

現

場

」

へ

と

読

者

を

誘

う

論

文

集

で

あ

る

。

目

次

を

次

に

示

す

。 

 

第

一

章

「

選

択

さ

れ

る

過

去

―

北

部

エ

チ

オ

ピ

ア

の

キ

リ

ス

ト

教

徒

の

歴

史

認

識

」

（

石

川

博

樹

）

、

第

二

章

「

八

〇

〇

年

後

の

『

復

讐

』

―

西

南

ア

ジ

ア

に

お

け

る

『

ソ

ー

ム

ナ

ー

ト

の

門

扉

』

の

歴

史

」

（

近

藤

信

彰

）

、

第

三

章

「

清

朝

と

コ

ン

バ

ウ

ン

朝

の

狭

間

に

あ

る

雲

南

の

タ

イ

人

政

権

―

一

七

九

二

年

～

一

八

一

五

年

ま

で

の

国

内

紛

争

」

（

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

・

ダ

ニ

エ

ル

ス

）

、

第

四

章

「

植

民

地

期

の

南

イ

ン

ド

史

記

述

と

そ

の

現

地

的

起

源

―

『

ポ

リ

ガ

ー

ル

』

を

め

ぐ

る

諸

言

説

を

中

心

に

」

（

太

田

信

宏

）

、

第

五

章

「

マ

ン

ド

ゥ

メ

の

頭

は

ど

こ

に

あ

る

の

か

―

ナ

ミ

ビ

ア

北

部

・

ク

ワ

ニ

ャ

マ

王

国

の

歴

史

と

現

在

」

（

永

原

陽

子

）

、

第

六

章

「

東

南

ア

ジ

ア

に

イ

ス

ラ

ー

ム

を

も

た

ら

し

た

の

は

誰

か

？

―

ワ

リ

・

ソ

ン

ゴ

の

起

源

を

め

ぐ

る

問

題

と

ア

ラ

ブ

系

住

民

」

（

新

井

和

広

）

、

第

七

章

「

英

系

ビ

ル

マ

人

の

歴

史

と

記

憶

―

日

本

占

領

期

（

一

九

四

二

～

四

五

年

）

と

ビ

ル

マ

独

立

を

め

ぐ

っ

て

」

（

根

本

敬

） 

 

石

川

論

文

は

、

ソ

ロ

モ

ン

朝

後

期

の

年

代

記

と

そ

の

史

料

源

か

ら

、

エ

チ

オ

ピ

ア

教

会

の

信

徒

が

ど

の

よ

う

な

過

去

を

記

録

す

べ

き

も

の

と

し

て

取

捨

選

択

し

、

そ

の

歴

史

認

識

を

構

築

し

た

か

を

描

き

出

す

。

近

藤

論

文

は

、

ガ

ズ

ナ

朝

の

イ

ン

ド

遠

征

か

ら

数

百

年

を

経

て

、
「

略

奪

さ

れ

た

門

扉

」

に

関

わ

る

言

説

が

英

領

期

に

生

み

出

さ

れ

、

現

代

の

宗

教

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

間

に

受

容

さ

れ

て

い

く

ま

で

を

跡

づ

け

る

。

ダ

ニ

エ

ル

ス

論

文

は

、

中

華

世

界

と

東

南

ア

ジ

ア

大

陸

部

の

間

で

、

複

数

の

異

民

族

集

団

と

の

政

治

交

渉

の

上

に

成

り

立

っ

て

い

た

タ

イ

人

政

権

の

あ

り

方

を

明

ら

か

に

す

る

。

太

田

論

文

は

、

植

民

地

主

義

的

な

歴

史

叙

述

と

先

行

す

る

現

地

の

言

説

と

の

連

続

と

断

絶

を

論

じ

、

前

者

は

英

印

双

方

の

多

彩

な

声

が

相

互

に

影

響

し

あ

う

な

か

で

生

ま

れ

て

き

た

こ

と

に

注

意

を

促

す

。

永

原

論

文

は

、

植

民

地

主

義

に

抗

い

殺

害

さ

れ

た

王

を

め

ぐ

る

、

「

断

頭

」

の

伝

承

に

焦

点

を

合

わ

せ

、

文

字

史

料

と

そ

れ

に

依

拠

す

る

公

的

な

歴

史

に

は

表

れ

な

い

、

植

民

地

支

配

の

下

で

生

み

出

さ

れ

て

き

た

人

々

の

歴

史

認

識

の

あ

り

方

に

迫

る

。

新

井

論

文

は

、

東

南

ア

ジ

ア

の

イ

ス

ラ

ー

ム

化

を

め

ぐ

る

史

料

の

乏

し

さ

が

、

多

様

な

歴

史

の

語

り

を

生

み

出

す

余

白

と

な

っ

て

い

る

こ

と

を

確

認

し

、

そ

の

な

か

で

、

一

九

世

紀

以

降

存

在

感

を

増

し

た

ア

ラ

ブ

系

住

民

の

歴

史

観

が

、

現

況

を

過

去

に

あ

て

は

め

る

形

で

受

容

さ

れ

て

き

て

い

る

側

面

を

指

摘

す

る

。

根

本

論

文

は

、

日

本

軍

に

よ

る

占

領

を

経

て

独

立

へ

向

か

う

ビ

ル

マ

の

な

か

で

、

混

血

の

英

系

ビ

ル

マ

人

が

置

か

れ

た

苦

境

と

将

来

の

生

の

保

障

に

向

け

た

模

索

に

着

目

し

、

独

立

後

に

国

外

へ

移

民

し

た

人

々

の

肉

声

を

紹

介

す

る

。 

 

以

上

、

本

書

の

諸

論

考

は

、

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

ヒ

ス

ト

リ

ー

の

枠

組

み

や

単

純

な

支

配

／

被

支

配

の

二

項

対

立

に

は

回

収

で

き

な

い

、

複

雑

に

絡

み

合

っ

た

地

域

の

歴

史

の

生

成

過

程

を

丹

念

に

解

き

ほ

ぐ

す

も

の

で

あ

る

。

地

域

の

個

性

に

じ

っ

く

り

と

向

き

合

っ

た

歴

史

研

究

の

最

前

線

の

成

果

で

あ

り

、

ど

の

よ

う

な

地

域

や

時

代

に

関

心

を

持

つ

も

の

に

と

っ

て

も

、

裨

益

す

る

と

こ
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ろ

の

大

き

な

論

集

と

い

え

よ

う

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

小

林

理

修

）

 
 


